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　これまでの調査で見られた、シェルナースで繁茂する海藻についてご紹介します。

メバルなど幼稚魚の保育場となるほか、流れ藻はサヨ
リなどの産卵に利用されます。

アワビやサザエの餌場になるとともに、CO2の吸収や浄化効果
に優れています。

海藻そのものが収穫され、重
要な水産物となります。

ヤツマタモク（島根県）ヤツマタモク（島根県） アカモク（愛媛県）アカモク（愛媛県）

アラメ（宮城県） カジメ（三重県）カジメ（三重県） クロメ（長崎県）クロメ（長崎県）

ホンダワラ（石川県）ホンダワラ（石川県）
【確認種】
アカモク、イソモク、ウミトラノオ、エンドウモク、キレバモク、コナフキモク、シダモク、タマハハキ
モク、トゲモク、ノコギリモク、フシスジモク、ホンダワラ、マメタワラ、ヤツマタモク、ヨレモクなど

【確認種】
アラメ、アントクメ、カジメ、クロメ、ツルアラメ

アラメ（宮城県）

ワカメ（香川県）ワカメ（香川県） ヒジキ（大分県）ヒジキ（大分県）
【確認種】
マコンブ、ワカメ、ヒジキ、ヒロメ、テングサ類、アオノリ類

マコンブ（岩手県）マコンブ（岩手県）




